
　一一一一一　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pp．821，824（illust．）as　by　Master　of　San　Miniato；B．　Berenson，　ltaliati　Pictui’es　of『the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rei’iaLgsance！Fiot’erttine∫cノ～oo～，　voLi．　London，1963，　p．146，　fig．1053，　as　by　Master　of

フランチェスコ・ボッテイチー二［ブイレンツェ1446－1498］　　1嚇騰，燦1響脇鰹羅離1鰹臨1綿1翻e舗｝｝1
《聖ニコラウスと聖カタリ去聖ルチ7，　　　　　　　　　　　　　scheda　e　qualche　suggeriment・ρer　un　catat・9・・々～ゆ～η’～・～m〃，　L』A・ti・hita　Viva”，

塗マルゲリー埋アポ・一ニア》　　　　　　　灘、濃脇騰，咄；、騰‘黒舗論n鼎，1囎跳含：f欝ε総忽

テ・べ伽ベニヤに移・拗　　　　　　　　　脇騨β？翻瑠糊臨儲課臨聖琳鵬蒲讐ρ鯉藷、｛
115×122・5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fruncesco　6’otti（’ini．　Firenze．1994，　PP．26－27．99，　no．1，fig．Las　by　Francesco　Botticini．

Francesco　Botticini［Firenze　l446－1498］

灘捌Z器溜轡嬬乙〃α　　　　本作品の儲フランチェスコ・ボ・ティチー二は・197・年代後半にな

Tempera　on　panel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってようやくそのアイデンティティおよびコルプスが整理された画家

1｝T，、欝5cm　　　　　　　　　　　醐在も研究途上1・ある・20世紀初めの研究では・147・年代の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィレンツェ絵画の様式そのものが混乱した状況を見せていた。そ

来歴Pl’・venance・Charles　Butler・L・nd・n；His　sale，　L・nd・n，　Christie†s25　M・y　　　のため本作品の作者帰属に関してもこれまでさまざまな意見が出
1911．loし77，　bought　by　Wallis　as　by　Cosimo　Rosselli；With　A．　H．　Buttely．　London，

1917：Willi・m　H．　W・・dward・L・nd・1・，　by　1931：His　sale，　New　Y・rk，　S・th・by’s　Parke　　　されていた。たとえばベレンソンは、一一度本作品をフランチェスコ・

Bemet．15November　l945，　loし28；Weisl　Collection，　New　York：Anollymous　sale．

L・nd・n．　S・theby’sr　8　APi’il　l987，【・t・3　as‘“attributed　t・）Francesc・B・tticini’T：　　　ボッティチー二に帰属したが（1090年）、のちにこの作家と密接な

Sotheby！s　London，：3　Jωy　1991，lot9；Private　Col］ection．Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式関係をもつ通称「サン・ミニアートの画家」へと説を覆した（1932

文i猷　Literature：B．　Berenson、　Florentine　Paintet’s　ot’　the　Renaissa／lce，1909，　P．120　as　by

Francesc・B・tticini；R・van　Marle，　The　Devet（〕ρmetlt・f　the　ltatiari　Sc’h・・／s・fPaintingT　　　年）。lil・1，一方ファン・マールIEI　一一貫してコジモ・ロッセッリへの帰属を

器・ぎ1、脇鼎：翻ll、，恥膿臓糠蕩瀦‘糖8ざ甜咽鼎11、1：　主張していた．．1，L）　1］しかし、本綿を含めて、「サン．ミニアートの画家」

li



へ・フLテリーコ・セーリか想定した「ヘレンソン＝コロンナ家のフレテ　　　　　ゐ本f／品とフィレンツェのサント・スピリト聖堂にある《聖モニカと修

ノラの【llll家．、あるいはシャノク・マールタントレ）：術魚にある1171イ1　　　道女たち！とのあいたに見られる様式的な近似Vlは、すでにヘソロー

のfi記のある祭増画の1／Kなと、さまさまなf1者に帰属されていた　　　　シか指摘しており、そこに見られる過度な装飾を抑えた背景のtl？C固

11品lliをエウェレ・ト・フェイやルチャーノ・ヘノローシか同・f’I　Kの　　　な建築構造とシンメトリーを強く意識した均斉のとれた人物配置など

／’1品としてクルーフ化し、この説を踏まえてハトア＝リノツ／か、こうし　　　　から、ホノライウオーロのホルトカル枢機卿礼拝堂祭塘画か制伯され

た　9｝1のf’1品の1ノ｝者をフランチュースコ・ホノティチー二として、不f脅品　　　た1167flから711「のシャノク・マールタンドレの祭塘ilhlのあいた、す

を含む現（iする故少ないホノテでチー二のf’1品lhをまとめた　　　　　なオ）ち、1・限か1471年と糸∴論つけられている，17また、本f／品ときわ

またウェント・・リー二かまとめた現rlホノティチー二に閃する11ii　・の　　　　めて怯氏r白な類似を見せる1ベレンソン・コロンナ家のプレテソラ〉も

モノクラフにおいても、不1／1品はホノティチー二の丁によるきわめて　　　　このHl期に位置づけられた

1を茂な棚1脇品としてf・11置つけられている　1　　　　　　　　　　　　本伯11111か当初置かれた場所については、ウェントゥリー二も述ペ

　イ舶品は、残念なから’iG初の娼1体てある板は失われ、ヘニヤに　　　　ているとおり、現在のところ全ぐhl撒はない1・すでに述べたように

移し換えられている　にもかかわらす、　’V、態はJl　’Fl，に良く、人物の頭　　　　　16　111紀の段階てすてにホノティチー二の様式はホノティチェノリの様

∴llや衣装はほほ完全な状態を保っている　縦に5カ所のlllい板の継　　　　式と混同されていたこともあり、16匿紀以降の美　ili，i品のll己述を含む

き目や裂け目の修復痕、およひ1・辺に補彩か臨忍されるか、その他　　　　lll文献にはホノティチー二の名前はほとんど見当たらない　また、管

には甚人な損傷は磁認されない　この当Illの板絵としては⊥ヒ較的　　　　見の限り、シュセソペ・リーカをはじめとしたフィレンツェの占い案内

良い状態てあると，，える　したかって、支孔体の板そのものの損傷　　　　，ll～Mを詳細に分析してもなお、残念ながら本作品に該当する伯品の

にもかかわらす人切に保管されてきたことか想像される　修復か行　　　　。己述は見出されない・’また本イ’1品が1785｛トにトスカーナ人公ピエ

なわれたのは、想像の域を出ないか、ヘレンソンか保管していたtll　　　トロ・レオボルトか発した同イ、，会の解散命令にfYう財1｝口i録や1808

い写真を比較検討した宥，果〔ウィノラ・イ・タ・ティωi究所、フィレン　　　　flのナポレオンによる教会紐織の解体に伴う美術“1　siT流出と閃連づけ

ツーT－　）、ウァイスル・コレクションからオークションにlliされたll｝期には　　　　られるとすれは、それ以前にはいすれかの宗教施設にあったことか

すてに修復かそ］なわれたことか境われる　　　　　　　　　　　　　　j㌻測され、同1時に本来の負者名が失われて別の作者の伯品として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、忍識されていた1iJ能’1／iかある　しかし、フィレンツェllい「1文，tl館に保

フランチェスコ・ホノティチー二は1“6flフィレンツェに’iまれ、13歳　　　　管されている該当文呂を網茅ll的に調査したにもかかわらす、残念な

の時ネーリ・ティ・ヒノチのロノ」に人り修業した後，N59“）、146（珀　　　　からNil品の出所を磁認するには至らなかった　また、フィレンツェ

代’rは頃から画家として不格的なイ1事を始めた彼か制伯した基　　　　特殊）、術館ili∴督局付属カタロク文，1；室に保管されている19世紀は

1111’iとなるf’1品のうち、署名もしくは｛iII己のあるものは2八しかない　　　　しめのナポレオン政的時代から20　iH紀初めにかけてのフィレンツェ

現｛iシャノク・マールタントレ）：術館にある117Fiの｛hl己のある　　　　）ζ　i・lt」lll∴督局所希？の）之術品輸出、忍IIJ。己録も確認したか、該’liするll己

　1、　1・1’・の∫？星母∫と1聖人とエンホリのピエーウェ聖’・：ii祭壇1由1（現　　　　録は見つからなかったことを服1畳1せざるを得ないホノティチー二は

｛［エンホリ、コレ・シャーダ）、術f脚てある　後Kの1ノ［晶については、　　　フでレンツェの郊外あるいはアルノ川ド流域もしくはエルサ川流域の

118　1　flにエンホリの聖堂参‘ll会からli文を請け負いなから、未完の　　　　地ノ」都市でも活動していることから、今後は、困鄭が伴うとはいえ、

まま残され、彼は1498｛iに没した　このエンホリの祭増ll［llは1504　fl　　　　これらの地域のlll文献をたとる必要かあろう

に彼の，U、∫ラフアエ・ロ・ホノテfチー二か完成させた　そもそもフラ　　　　　不fノ｝品は、決して人Dl斤とは口えないイ1家の1／品てはあるもの

ンチェスコ・ホノテtチー二の1’1品911に混乱をノ1しさせた原囚はウァ　　　　の、1160｛1代から70年代にかけてのフィレンツェエ1’lllの流れを端的

サーリか一 2’、術家列1ム「ホノテfチェノリ」中のri品。己述において、　　　に小しているそこにはドメニコ・ウェネツィアーノの《聖ルチア祭壇

ホノティチェノリのlii晶とホノティチー二のイ！1品を混同していること　　　　画の影響から、・巾アントレア・テル・カスターニョ、ポソライウオーロ、

に辺1る　しかし、ウァサーリの，己述はむしろ、ホノティチェノリもホノ　　　　ウェロノキオ、そしてホノティチェノリらの影響まてもが小されている、

テでチー二もほほ同し絵画環境て｛〈，Cこを学ひ、同助期に活躍したこと　　　　脂小j史研究1、貴甲な伯品てあると目えよう　　　　　（尚梨）t　［D

により、かなり占い時期から1向吝の怯式か混同されていたことを如

実に物1，’1っている　1；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ill

フラ・チェスコの1蝋よ、まさ1・M6・鰍から8・・l　lLまてのフ・レ　1）ll踏ll留謙顧：；鵬1怒漁1”麟1膿1聯繊1湯

・ッェ・瑛徹1蜘1・1を嫉に殿したものとなっている欄f↑　翻lt拠11、1灘。1く胎1　1111、、lll、lll【1；1鵠。最llel1艦‘i”lll’綿讐

1111llとして位置つけられる1171イ1以前のf／i品lhには、明らかにアント　　　　　cfl〃11a（・～no（di　5a〃i　Ilmiθt（，1θ～tCtto　degli　studi　1ρiob1（・miノ（・〃～llo～’（・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dei／a　tt／ologta（1　cutadl　Gigetta　D．11iLRegoh　Pl～d　l988　pp　22　110　n）
ニオ・ホノライウオーロ｛塙に11674iのサン・ミニアート・アル・モンテ　　　　2　R，iimond　xan　Nldlle　Tγte　1）（，t（、！θρ〃，ρ〃t　ot　the　／t〔ihali　S（　lioo／s（ot　Pamht～g」

1［11’・：・°ホルトカル枢機卿の礼li堂祭壇1由llべ・ウェロノキオの影響か顕　　　　　、oi＼11929　P611、olX川19Sl　P118　Nol　XVI　19・　37　P2〔B

Yiてあるしかし1171“　U）シャ，ク・マ→レタ・トレの祭坤1では、　3囑鵬紬、詔繍”ll灘鵬鰐雛’Z汀識瀦1離，脇1；

117・llにホ・テでチェ・リャウェ・・キオらにli・文された献裁判所　li；”｛包’繍フ’、締ll’81’B，WI；ll牒1騰1，ll；，、淵瀦郡

・以徳噸にlul　L））i・るような鋤醐図や1込形一刷占せ始め 　　鼎ll9臨燃澱，1）、11111／殻諾騰詳獄8贈鼎｝，P謬
る　・ノ」、彼の中1茂なf／il　IIIとして⊥くいこと議論されてきたウフィノツィ　　　　　191d　Noce　BottiCini　F］an⊂e、しO　in　Di：iθrlaiio　hiogκah（o〔d（、g、　／l　tt（1／i（，rll

）湘iのトピアスピ鞭1よ・パFア・リ・ツ・によれは147・－73・i－
　，lll沢1∴。｛：ll∴IP艦lll、。，“－t．Flenz。　1，91　PP2、．27、）、，．ll。1

頃、シヤノク・マー・汐ン1・レ・）到≦期・1・1の［1’1後に　’1かれている』「 　　51G、。，91，、　V・・d・L・　［it・…　uld　dl　G・e・…～1・lane・L「一・1・…II］



   pp 322-323 confusion tegaiding Fidncesco Botticinisoeuxie hes in the fdct thdt in
 6) Anna Padod Rizzo iDPt f;)ati(es(o Bottiani, Antid)it2i ViNd Anno XV n 5 his Lit)es of the g4ttists Vdsdn mixed up the works of Botticmi with those

   1976 pp8 id Botticini Fiancesc()',ctt p454 of Botticelh in his discussiori ot Botticelli However dccordmg to Vdsari
 7) Luti,}no Bellosi op at pp 1'l-1-) Pddoa Rizzo (rp ctt, 1976 pp 3-(} Botticelli and Botticini studied pdmt]ng in essentiallvx the sdme drtist}c

 8) L Sv'entu}ini op cit,p2rt' enNnontnent and xvere actixe in essentiallx the same petiod ar)d thus it
 g) '" ?'I b〉5IIff.L 7lt:7 af Lx 〉'〉' :. Jlt .lt (Z)L I['il jZ! 0) IfV,N LIJ rltJ ij i IN (El J･)J. IN 0) .lti/ig :) is uncterstandable thdt then stNles could be contused from d ielat"eliv

   :F,Zd,l,`'gn9,O,,Le8P,l,'Ld,:,.DCII,DIL'/fiiX'te,,).',;'.'9gl'B'f,grw,'.'7,il'i'),)2'(sci,;7,Z,9,iZ eari}i)()intinhistoAi "

   xollX Fnenze 1754-62 Vincenzo Follint & Modesto Rastielli f]ten:e Fiai)cesCo Botticini s oeuwe dblx ieflects the art histoncal

   anti(a e rnodeJna tltusbata Fnenze 1789-1802 Frdncesco Fontdn] inoven)ents ot Floience fioni the 1I60s thiough the 1480s The edrl〉
   li?aggio pittoii(o de/ki 7?)s(ctna, voll VI, Fttenze 18L)7, Walter& El]sdbeth
                                                               works ddted pmor to 1171 clearlx ieNeal the marked mfluence of
   Paatz Die K?tchen tJon fi7ojenf, in vol] VI, Frankfuit am Mdtn 1932-')'5
 10) Mikl(L)S Boskovts, thla s(hc'dtiequakhesuggenn7ento pel un (ataloigo c/el Ai)tOiliO del POIIdlUOIO (PdltiCUId)Ix hlg dltaipiece tol the CdppeLld del

   c/ipinti ai 71]tti Antichit;i Vixd anno XIVn2 l975 pp l7.lg fig 16 Cdtdiiicile di POitogallo chiesd d] Sdn Miniato al Monte ddted to 1-l()7)

                                                               and the work of Xi'eirocchio Howexei the 1471 altarpiece todd〉t in tl'ie

                                                               Musee Jacquen)ait-Andre nidtks the beginning of decordtiNe

                                                               con)poslt]ons dnd tlguldt!xe xocdbuldrty seen ln d selles of `vlltues

                                                               woikg commissioned bx ti)e -ltte de/fa 14etcatan:ia in Florence frorn
                                                                                  J
                                                               Bott]cel]i Verrocchio dnd othe]s On the othei hand the important and

                                                               long debated wo]k, 7)e Ai(hangelt (on 7k)bta in the Uffizi Gallety, wds,
V':e, ';,i::::;y p,2d.E,o;,pshs ?,l ti;f,9a,i,ig` e,',C;Bt,h iZ ,W,O :k,,glii L' IS);,;' ,P,2t `k :'g, 1' f, E, :"gR:?.t g.P.a9os ,B i,rr.c',,1',e f;tf,:ltl Cg.,l,l,10,17.? ,ilP,82e,ei91,ii.:iLX' [R2

coi]tinues to ]ncredse Edilv 20th centurx regedich ieNealed husiN "                       " stxlistic resemblance betweeti this "oik dnd the Santa Moni(a da laieseatchers wete confusecl about the situdtion m stxlistic foims ot
E"i,il'i'itiie/?ikilliigiiX',;b:i,il,if2`t/tgt',)itii,ilti`li/h'l"2')Dcki･il'1::.;C;i,i)iiiil,&i/lc:"'lll(:i;iiEsi'l,il?i:i'1[',ili,I[11¥iili.ILII?dl.i(i/iLiajel'1,lilSglj'isc1･ll,)'isl'll'illiclltl,liilinill･liil/:,IIilklll],:'Gi?i,i.i.'i.i/1¥,lit:`lki,,"[l/I'/ii,ljilj";

whose style was closely ieldted to thdt of BOttiCiiii i Oii the Othei hai)d ddted no latei than 1-l71 dnd mogt likelx somewhere betweei)

lsSii2M:rci'S,'ts:h,,a,oZtftii'W,gi:li,li'/I,i;lil,t!)irl/SilAesllsS,f):hl,i,ii'g,,ss;/?I'i'{iixg.i)s･,iS,'j/i/i!.Vg,7ft'/ll'9i/ri,i,ii"siei'i,li't2g/illEff{fi/"?,i':iisc1',i/lli'{}'g.1,],':,,?ti,IMt,ilt`I,lwliika:,GPfilli,es:,1',,ii/igi'

i,,g,i,,,1,;,i,i:O,Ve,ew1･i,.gig,t,iii･e,i",,",,iS,S,,ma,ga,`t9JOgt,ii･:)i?,･ilicl,pa',11ii),li'l9･,d,',sll)il/]g ,;{,gi;,gg:,l,`6g/;,:,e,i/Y,g,iSAkig,:ig,fi,lili,i,il,l÷il-iliFi,ec,",(i,l8,,i:.,sc･,ik).lf,",iri&lmei･ee,IS

ew,Zerw5e,V,g',9,,e.,?ie,Cg,1'i',,lhAS,tl:7.?8V,Zf,the,2',1',ii,1'imeil:LX,;'8,? axLiSlnR.1),?ie,S,logSLIiihg,,9,li,:ri'lill.:S,teg.a,',te8,IR,Ze,8,d.2'f,t,?,?i,lg,t2

Francesco Botticini as the paintei of the group and consideted this
I:xSt/T/li:ii'isi･:,(is."i,,t･,issgfi/i･iaksiie/ivft,iil')rl"e.1'Jili,ISSo,si86?ueV,lsiU(;",t"il'l:i('Iii?.iiifli/iili'11Li'ilfi:M):C,le//l,gcil'l･,liiil,,t:li,iig,il,`ii{li)llli','i'ii18ii,liif,:･l",R,li,i.11i)llliO/iSi/11il,iilS/igOlltsfll'e,rjdllLl1iili'/iiZe,

i/il/ik/ll/1i//lllt,ii,/t,/esl/lil)l//fe/y･i:ti,gi,/i,i'/j/l,i/li,//1,ili/i･gacs:./f/Ls,'gNst,$11;,;hkt/IA'geii,/h5/te//r,lli/11zEC/ril'i/iiililiA,:/L･,i'itllt///iill/ili,l･,,Illll,ffl//[/lbki"1,iiil.gol,:if/7i,tlEaii/1ii,l/liii/ii'ii#ee't,li/li:mli'///:)/X/f/l,gttLk//IiiJri･iillgieq;ii//7/ixilj/

dnd the w(i)ik is in reldtivel〉 good condition foi a pdnel pdintmg of its
                                                               di Fitenze there is no evden(e of the onginal disposition of this work
period Thus swith the exception of the onginal panel th]s "ork appedis
                                                               Furthei, a gtud〉 of the I?ichtesta di espottat:ione nelle?tlichtt'io stonco
to have been carefullx matntdtned oNei its Iifetime lt can onlx be
                                                               del/a Gat/etia degh L7h:i the }egistei of peimissions to export works that
conlectuie but based on compansons between the paintings current
                                                               were undet the contiol ot the FIotentine dit buieaucraclr ddtins) from
state dnd ]ts image seen m dn old photograph taken when the woik was
                                                               the early 19th centur〉 Ndpoleonic iule to the beginn]ng of the 20th
under the caie of Beienson (Hdrxdid University Center foi Italian
RenaiSSance Studies, Villa i Tdtti) it seems hkelv th5t the restoiation was CeiitUry, ieVea15 riO reCOrd of a wotk thdt corresponds to this pdir)ting

                                                               As Botticini was dlso actiNe in the Vd] d'Aino and Val d Elsa regiong
cdrried out before it wds put up foi auction when it lett the Weisl
                                                               outside of Florence while difficult, d further search of documents in
Collection
                                                               these dieds tg egsential
  Fidncesco Botticini wdb botn in FIoience in 1446, and dt the age of l3
                                                                 This work a painting b〉 an artigt that can by no means be congideied
in l459 he entered the studio ot Neri di Bicci He began ful] work ds a
                                                               a gredt mastei reveals d gitmpse of the ait moxements in Florence
paintei around the ldtter hdlf ot the 1460s Of the woiks congideied to
                                                               during the 1460s to 1470s In teims of art historiv this wotk can be
g.'/l,rtiisSiiay:,:,:ilrlt:ealian,?.tiltt,:,g,1[Z,74,ma,t,,"ezSX,:･:qlt;eP/F(;ldi,ill,sT:i)a2･lrl.:,l'-iAS g::?Ldz',sww,(?meat,zi,"g:tg]s6'::1."2i;tg.itJ,e;ega,iR,:'gp,,,tgs,,pr;,z,d;

                                                               intluence by drtists such as Andrea del Cdstagno, Pollaiuolo, Verocchio
Collegiata di S Andrea in Empoli, today in the Mugeo delld Collegiata di
                                                               dnd BottiLelli
S Andiea The lattei woik was based on a commission ieceived hom

the COinPdgiiid di Sdnt Andied of Empol] in 11s4 dnd wds ]eft (Mitgumasa rakandsh])
unfmished at Botticinis death in 1498 In 1504 Botticims son Rafaello

Botticini hnished the Enipoli tdbetridcle One of the tedsons behind the
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Notes

1) Bcrnard Berensoil, f;7oientine l)tiinteis ot' the Renaissan('e, 190S･), p,120:

   Bernard Berenson, Qttadj'i senr.a cas'a- It Quatn'o('ento tloi'entino ffL

   "Dedalo", vol.XII. 1932, pp.821, 82･1 (illust,): B. Berenson. lta/ian Rfctut?s

   of' the Renaissance: Florentine School, vol.1, London. 19613. p.146.

   fig.I053, cfr, /l 11aestt'o di S(m .Viniate'; te stato deg/i stttdi, Iprohtemi. Ie

   t'ispo.ste de//a t'ilologia, a cura di G;igetta Dalli Regoli. Pisa. 198S, I')p.L)2.

    1 1(). I).:).

2J R"imond x'an XIarle. 77ie Det'(J/opiJient ot' the lta/iati Sc'ho(,/s bl'1%iinting.

   v()1.XI. 19L'9. p.61･li vol.XIII. 19igl, p.l18: vol,X'v;I. 19]{7, I).L'Ol3.

iS ) Fe(ierico Zeri. Diie c/ipinti, /a t)7ologia e tin notne: i/ .11a()sn'o ck'/le Tat'o/e

   Bai'h()n'ni. Milano 19(;1i EN'erette Fahx', .S)omc? Etii'A' /ta/i(m 1:lt'('tiiips in the

   O'ambier-thn)' C'ollc'ction. HThe Burlington }vlagazine", x'ol.('IX 768, 1967,

   pl.).128-139: Luciano Bellosi, /nto]7io ar/ Andi?a de! C'astagno, "Paragone:

   .ALnnu NVIII. n.L)11131-settembre. 1967. pp.1-1-1:-)': .Xnna Padoa Rizzo, fer

   A'〉'ances('o B()tticirii. ".ALntichit;a Viva". Anno Xivr n.:')', 1976, pp.IS-lf-}: id. voce

    'Bottiuini. Francesco-. in L)t':iotiario biografico cleg!i ita/iani. vol.Xlll.

    IP7l. pp,l i)3-4 tt tt).

I /b I.isa ivienturini, D'an('('s('o Botti('ini. FireTize. I99-1. pp2)6-27. 99. T)o.1.

5) Giorgio X'asari. Le t'it{).... a cura di Gaetano Milanesi, FireJize, 1906, III.

   PI).llL)L)-1321s.

6) Aima Pad(')a Rizzo. Per n'att('esco Botticini, "Antichitii N,iva: i･Xnno XV

   n.r), 1976. pp,8: id, "Botticini. Francesco", ciL , p:lt')-1,

7} [.uciane Bellosi. ()p.('it,. pp,1-i-lt'): Padoa Rizzo, op.cit.. 1976, pp.t')-(i

S} L.X'c,iiturini.op.('it..p.L)7

P) Thcx author consu[teci the following historical guides to Florence and its

   t urround.s. Ferciinando Leopoldo Del l Iigliore. N)'en:e cittii nobitissitna

   ii/tisti'ata. fll't'en:e. 168･l: Giuseppe Riuha, .N'oti:ie istot'i('h() del/e ('hiese

   t)'orentiite. voll.X, Firc'nz(. 17i)･1-()'L)i Vincenzo Follini "l: Mo(iesto Rastrelli,

   Fir('n:e anti('a e niod('rtia il/tistrata, 1;lirett:e. 17S〈9-1802: Francesco
   Fontani, W'a.ggio pittori('o cle//a 7"os('ana, voll.'v'[. Firenze. 18L)7; SvN"alter &

   Elisabc;tli Paatz. /)i(' K'ij'('h('ti t'oti I:7oren:. in x'o]1.V]. Frankfurt am Main.

    "}t･,[)-t･)5.

1()) Nlik16s BoskoN'its. ( 'na s('heda e qua/che suggerimertto p()r tin cata/ogo

   dc'i dipiiiti ai 71fitti. -.ALntichit:t X'ivaV. anno XIivS n.2, 197,-' '). pp.17-19, fig.I6.
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